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登壇 

 

木野：お時間となりましたので、住友ファーマ、2025 年度第 1 四半期決算説明会を始めさせてい
ただきます。本日はご多用の中ご参加いただき、誠にありがとうございます。司会を務めます、コ
ーポレートガバナンス部の木野でございます。 

本説明会は弊社東京本社より、Zoom ウェビナーによるライブ配信で進めてまいりたいと存じま
す。初めに、皆様にご案内とお願いがございます。ご自身の Zoom 画面に表示されている参加者情
報を御社名とお名前に変更していただきますようご協力をお願いいたします。 

本日の流れでございますが、弊社ウェブサイトに掲載しております決算説明会資料に沿ってご説明
させていただいた後、アナリスト・投資家の皆様、続いて記者の皆様からの質疑応答のお時間とさ
せていただきます。終了予定時刻は 17 時 30 分を予定しております。 

それでは、本日の出席者をご紹介いたします。取締役、常務執行役員の中川、常務執行役員の佐
藤、執行役員のわけみ、以上でございます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

では、わけみより、2025 年度第 1 四半期業績および臨床開発の現況についてご説明させていただ
きます。わけみさん、よろしくお願いいたします。 

わけみ：はい、ありがとうございます。経理担当のわけみです。よろしくお願いいたします。 

それではプレゼン資料に基づき、2025 年第 1 四半期業績および臨床開発の現況についてご報告を
させていただきます。 
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3 ページをご覧ください。第 1 四半期経営成績についてご報告いたします。 

IFRS のコアベースで示しています。売上収益は 1,080 億円で、前年同期比 173 億円の増収となり
ました。北米でのオルゴビクス、およびジェムテサの売上伸⻑などが主な要因です。 

販売費及び一般管理費、ならびに研究開発費は、事業構造改善効果の発現や再生・細胞医薬事業の
再編等により、それぞれ前年同期比 84 億円、47 億円の減少となりました。 

コア営業利益は、増収と費用の減少により、前年同期で損益が改善し、204 億円となりました。 

営業利益も同様に、204 億円となりました。 

税引前四半期利益は、円高の進行による為替差損 67 億円を計上したこと等により、119 億円とな
りました。 

この結果、親会社の所有者に帰属する四半期利益については、112 億円となりました。 

年間の業績予想に対し、収益および利益がやや高めに進捗しておりますが、現時点では不確定の変
動要素も多いため、期初に公表した通期予想は据え置いています。また今回、上期の業績予想を新
たに公表しております。後ほどご説明いたします。 
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4 ページは、北米セグメントの売上収益です。 

オルゴビクス、およびジェムテサの売上が伸張し、前年同期比 207 億円の増収となりました。 

アプティオムについては、2025 年 5 月に独占販売期間の終了を迎えたため、前年同期比で減少し
ています。 

オルゴビクスが好調であること、アプティオムの減少が想定よりも少ないことなどから、通期予想
に対する進捗率は 29.2%と、セグメント全体では好調に推移しています。 
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5 ページからは、基幹 3 製品のマーケティング状況を紹介させていただきます。 

オルゴビクスは、第 1 四半期において、計画 167 ミリオンドルに対し、実績は 226 ミリオンドル
となり、達成率は 135%と非常に好調でした。価格はほぼ想定通りであり、主な要因は販売数量の
増加です。 

数量増加の背景には、2024 年１月にメディケア・パート D で患者さんの自己負担額に上限が設け
られたこと、さらに 2025 年１月からその上限が 3,250 ドルから 2,000 ドルに引き下げられたこと
が挙げられます。 

左下のグラフをご覧いただくと、2024 年度の好調な推移に加え、2025 年度第 1 四半期もさらに伸
びていることがおわかりいただけます。 

右側のトピックスに記載の通り、新規患者数も大きく増加しています。主な要因は、先ほど述べた
自己負担額の引き下げにより、メディケアの患者さんが増えたこと、そしてオルゴビクスが唯一の
経口剤であるという利点が広まり、特に院内処方を行う泌尿器科での使用が増加したことです。 
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続きまして、マイフェンブリーでございます。 

第 1 四半期計画 21 ミリオンドルに対し、実績は 20 ミリオンドルとなっています。数量も価格も
ほぼ想定通りに推移しました。わずかに未達となったのは、価格面で前年度の調整、いわゆる
True-up の影響によるものです。 

昨年 12 月末をもってファイザー社との販売提携を終了し、今年 1 月からは当社単独での販売を開
始しました。この体制変更にもかかわらず、販売数量は維持できており、順調なスタートを切るこ
とができております。 

この成果の背景には、営業体制の強化があります。ジェムテサの一般内科医向けチームと連携する
形で、Community Care チームを本年 4 月に新たに立ち上げました。営業担当のエリアをより細か
く分けることで、営業効率を高め、単独販売体制でも営業のカバー率を維持することができていま
す。 

この組織再編と併せて、販売戦略の見直し、経費の使い方を最適化しました。こうした取組によ
り、2025 年度第 1 四半期で製品損益の⿊字化を実現することができています。 
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続いて、ジェムテサです。 

第 1 四半期計画 138 ミリオンドルに対し、実績は 147 ミリオンドル、達成率は 107%でした。この
要因は、数量の増加で、β3 市場の中で、想定以上に製品シェアを獲得できたことが背景にありま
す。 

2025 年 1 月からは、これまでのカバレッジ優先の戦略から、価格等のバランスを重視した戦略へ
と方針を変更しました。 

左側の数量推移のグラフをご覧いただくと、24 年度第 4 四半期にカバレッジが一時的に低下した
ことで数量も減少しております。製品の臨床的な価値、例えば血圧上昇の警告がないこと、薬物相
互作用が少ないことなどが市場に浸透してきたことにより、数量は現在回復基調にあります。 

昨年 12 月末に前立腺肥大症を伴う過活動膀胱への追加適応が承認されたことを受けて、男性の患
者さんを対象とした DTC 施策を拡大しています。 

この取組によって、今後さらに数量の拡大を図っていきたいと考えております。 
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8 ページは、日本セグメントの売上収益です。 

日本セグメントは、前年同期比 38 億円減収の 232 億円となりました。ツイミーグは売上を伸ばし
ましたが、エクアの独占販売期間が終了したこと等により、セグメント全体では減収となりまし
た。 

通期予想に対する進捗率は 27%で、セグメント全体でほぼ予想通りの進捗となりました。 
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9 ページは、セグメント別の経営成績です。 

日本セグメントは、減収により売上総利益が減少したものの、昨年 11 月に実施した早期退職等に
よる事業構造改善効果により、販売費及び一般管理費が減少したため、コアセグメント利益は概ね
横ばいの 38 億円となりました。 

北米セグメントは、オルゴビクスおよびジェムテサの伸⻑等による売上総利益の増加に加え、事業
構造改善効果の発現による販売費及び一般管理費の減少により、コアセグメント利益は 153 億円
増の 175 億円と大幅に増加しました。 

アジアセグメントは、増収による売上総利益の増加により、コアセグメント利益は 15 億円増の 72
億円となりました。 
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10 ページをご覧ください。 

国内営業のトピックスとして、2025 年 5 月にプレスリリースの通り、2 型糖尿病治療薬のオゼン
ピックについて、ノボ ノルディスク ファーマ様と国内対象のコ・プロモーションを契約締結いた
しました。この 7 月より、共同で医療機関への情報提供活動を開始しています。 

当社は、国内のマーケティング活動において、糖尿病領域に注力しており、現在、情報提供活動を
行っているツイミーグやメトグルコなど、既存製品と組み合わせることで、より幅広い治療提案が
可能になります。また今回の提携は、当社の中期的な利益にも寄与すると期待しております。 
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次に、コーポレートガバナンスの体制強化についての取組をご紹介いたします。 

当社は、本年 6 月の定時株主総会での承認により、監査等委員会設置会社へ移行いたしました。こ
れにより監査等委員が取締役会の構成員となり、取締役会の監督機能が一層強化されるとともに、
指名報酬委員会およびグループ会社間取引利益相反監督委員会には、監査等委員である社外取締役
が新たに加わり、役員の指名・報酬、そして少数株主保護の観点からのガバナンス強化を期待して
います。 

次に、当社グループ内の資本再編および資産譲渡についてご紹介いたします。 

2025 年 3 月に米国子会社の SMPA、およびスイス子会社の SMPS の株主を当社が取得し、直接子
会社化いたしました。また 2025 年 8 月 1 日付で、オルゴビクス、ジェムテサなどに関連する特許
権などを当社が譲受する予定です。 

これにより、当社が製品供給者として米国事業の収益に直接コミットする体制が整い、米国事業へ
の関与をより強化してまいります。 



 
 

 
12 

 

 

続いて、上期業績予想の公表について説明をさせていただきます。 

期初には通期予想のみを開示しておりましたが、この度、上期の予想を公表することといたしまし
た。 

第 1 四半期のオルゴビクスの販売が順調で、マイルストン収入を第 2 四半期に計上する見込みとな
ったこと、アジア事業の会社分割時期が 7 月末となり、金額は未確定ながら、第 2 四半期の収益計
上が確定したことなどにより、上期に大きな利益項目が集中し、上期・下期の業績に大きな差が生
じることから、この段階で上期予想を開示することといたしました。 

上期の売上収益は 2,070 億円を見込みます。第 2 四半期は、オルゴビクスの販売マイルストンを計
上する見込みですが、独占販売期間の終了を迎えたアプティオムや、アジアの既存ビジネスなどの
収益が第 1 四半期に集中するため、第 1 四半期と同水準の収益を見込みます。 

販管費・研究開発費については、期初予想通りに発生する予定です。 

その他（コア内）には、アジア事業の会社分割により、譲渡益として現時点で見込まれる 450 億
円を織り込んでいます。 

以上のことから、上期のコア営業利益は 700 億円、営業利益は 690 億円と高水準を見込みます。
一時的な要因であるマイルストン収入とアジア事業の譲渡益の合計約 600 億円を含んでおりま
す。 
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今回 5 月に公表した通期予想は変更しておりません。申し上げました通り、上期に大きな利益項目
が集中し、アジア事業の利益構造が変わったこと等により、上期と下期で大幅な変動を当初予想で
も見込んでいることからです。 

第 1 四半期は、北米の販売を中心に計画を大きく上回って推移しております。不透明な外部環境は
あるものの、第 2 四半期以降もこの傾向が続くことを期待し、業績改善に向けて努力していきま
す。 

現時点は、年間の 4 分の 1 が経過した段階でもあり、通期予想は据え置いていますが、今後基幹 3
製品の販売状況等を精査し、中間決算の際には、業績予想の修正が可能になると考えております。 

 

ここからは、当社の研究開発状況に関してご説明をいたします。 

15 ページは、当社の開発品目の開発段階一覧表です。前回 5 月の決算からの変更点につきまして
は、スライド内、赤字でお示ししております。 

enzomenib について、これまで作用機序をメニン-MLL 結合阻害とお伝えしてきましたが、メニン
-KMT2A 結合阻害と表記することにしました。 

また、予定適応症につきましては、急性リンパ性白血病を含めることとなったため、急性骨髄性白
血病から急性白血病に変更いたしました。 

KSP-1007 について、開発地域に中国を追加しております。 
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16 ページは、臨床開発の主なトピックスをまとめております。 

精神神経領域では、他家 iPS 細胞由来ドパミン神経前駆細胞について、日本では、京都大学による
医師主導治験のデータを基に、2025 年度承認申請に向けて準備中です。また、本製品の国際一般
名が raguneprocel に決定いたしました。 

米国では、カリフォルニア大学サンディエゴ校による医師主導治験において、2025 年 6 月に 1 例
目に投与がされました。 

がん領域について、まず enzomenib は、FDA との End of Ph1 meeting が終了し、これを踏まえ
て、検証的試験の位置づけとなるフェーズ 2 パートを開始しました。 

nuvisertib は、骨髄線維症を対象に、FDA からファストトラック指定を、EMA からオーファンド
ラッグ指定を受領しました。 

また欧州血液学会では、最新の単剤データを口頭発表しました。これについてはこの後のスライド
で詳細をご報告いたします。 

その他の領域では、lefamulin について、現地製造品として申請していましたが、2025 年 6 月に承
認を取得いたしました。 
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本日プレスリリースさせていただきました、ユニバーサルインフルエンザワクチンですが、中間解
析における投与終了 4 週間後までの事後観察結果で、概ね良好な忍容性を確認いたしました。また
有効性についても免疫原性を評価中です。 

 

次のスライド 17 では、欧州血液学会発表データより、nuvisertib の骨髄線維症のフェーズ 1/2 試
験についてご紹介いたします。 

有効性については、JAK 阻害剤が効果を示さなかった患者さんや、ヘモグロビンや血小板低値の予
後不良な患者さんにおいても、重要な有効性の評価指標の改善が認められました。 

安全性においては、用量制限毒性は認められず、主な有害事象は、Grade1-2 の消化器系毒性であ
り、Greade3 は少なく、臨床上問題となるような事象は認められておりません。 

以上でご説明を終わります。 
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質疑応答 

 

バーカー [Q]：ジェフリーズ証券、スティーブン・バーカーです。ありがとうございます。オルゴ
ビクスの足元の状況についてお伺いしたいです。現時点で進捗率 32%達成していると思うんです
けれども、現行の 1,030 億円という通期見通しは、むしろ保守的な数字ではないかと考えているん
ですが。 

そして、次のファイザー社からのマイルストンに関する条件とタイミングについてお伺いしたいで
す。1 番目のマイルストン、これは上期に 100 ミリオンドルを計上する見通しだと思うんですが、
2 番目の 350 ミリオンドルの支払われる条件とタイミング、年間売上 1 ビリオンドルを達成すると
支払われる見通しだと思います。この第 1 四半期、226 ミリオンドル、もうすでに達成しましたの
で、来年、御社の来年度でその 2 番目のマイルストンの支払われる可能性はあるのではないかと。
いかがでしょうか。 

わけみ [A]：バーカー様、ご質問ありがとうございます。まず 1 点目、オルゴビクスの足元の状況
を見ると、年間の予想が保守的ではないかというご指摘をいただきました。この点につきまして
は、われわれも、期初に出しております数値につきましては保守的なものと考えております。 

第 1 四半期の実績につきましては、当初計画を上回って推移しております。したがいまして、現在
の年間の見込みについては、現時点では見直しをしておりませんけど、保守的なものと考えており
ます。 

この点につきまして、北米担当の中川さん、コメントございましたらお願いいたします。 

中川 [A]：はい、中川から少し補足でご説明させていただきます。今、わけみからご説明ありまし
たように、今年非常に順調な滑り出しを見せておるんですけれども、今後の売上の状況については
さらに精査が必要です。正しく予測するだけではなくて、われわれとしては、この追い風をさらに
生かすべく、どんな施策を打てるかという前向きな検討もしておりますので、そういった効果の程
度も踏まえて、今年度の売上予測についても適切な時期に見直そうと思っております。 

したがいまして、2 回目のマイルストンですね、条件につきましては、予測されている通り、年
間、カレンダーイヤーで、売上が 1 ビリオンドルを超えた時に、325 ミリオンをいただけることに
なっています。当然、これが来年に来るのか、再来年に来るのかというのは、その見通しによりま
す。 
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今、その見通しは、ちょっと修正を考えているところですので、その時期に関しては、現時点で、
われわれとして、確固たるお答えは持っていない状況です。 

バーカー [Q]：ありがとうございます。じゃあ 2 番目のマイルストンが 325 ミリオンドルというこ
とで、3 番目はおいくらになるんでしょうか。 

中川 [A]：申し訳ないんですけれども、そのあとのマイルストンの具体の条件については非開示と
させていただいております。ご理解をよろしくお願いいたします。 

バーカー [M]：わかりました。ありがとうございます。 

若尾 [Q]：JP モルガンの若尾です。よろしくお願いします。ファーストクォーターの固定費、販
管費および R&D 費の進捗について、通期計画に対してどうだったのか教えてください。社内計画
に対してと言ったほうがいいかもしれません。 

特に販管費の進捗がやや低いように見えていて、アメリカとかをドルベースで見ていったりする
と、割と通期計画に対して低い進捗のようにも見えるので、こちらに関しては、効率的に使うこと
で抑え気味で走っているのかどうなのか。このあたりを教えてください。 

わけみ [A]：ご質問ありがとうございます。ファーストクォーター、第 1 四半期の販管費の進捗に
ついてお答えをさせていただきます。まず第 1 四半期の販管費の実績でございますけども、こちら
当初計画よりも消化率が低くなっております、実績では低くなっております。 

したがいまして、第 1 四半期は、当初計画より支出が遅れている状況でございます。こちら年度の
初めということもございまして、まだ少し消化が進んでいない状況でございます。今後でございま
すけれども、第 2 四半期の業績予想で申し上げました通り、第 2 四半期までにはキャッチアップで
きるものと考えております。 

研究開発費についても同様でございまして、第 1 四半期実績は、当初計画に対して消化率が若干下
回っている状況となっております。  

一方、研究開発費につきましても、一部の臨床試験につきまして、エンロールが、少し進捗が、当
初計画に比べて遅かったものというのもあるんですけれども、こちらも第 2 四半期までにはキャッ
チアップできるものと見込んでおります。 

若尾 [Q]：はい、ありがとうございます。続いてセカンドクォーター累計予測、13 枚目のスライ
ドに関してなんですが、減る分と、あと一時収益については書いていただいた通りだと思うんです
が、基幹 3 製品とプロモーションフィーをどういうふうに入れているかって教えていただけません
でしょうか。 
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わけみ [A]：はい、ありがとうございます。基幹 3 製品の売上とプロモーションフィーということ
で理解をいたしました。 

まず基幹 3 製品の売上でございますけれども、第 2 四半期の実績につきましては、足元の状況も踏
まえた上で、予想を見直しをしております。一方、販管費・研究開発費につきましては、第 2 四半
期の終了までに当初計画通りの支出であるということで、現時点では織り込んでおります。 

国内につきましては、直近でアレンジをしておりますオゼンピックについてのお話ということで理
解をいたしました。 

こちらについても、7 月から共同プロモーションを開始するということで、プロモーションフィー
を受領する前提で、こちら織り込みをさせていただいております。 

若尾 [Q]：これ 3 カ月分入っているということですかね。 

わけみ [A]：はい、7 月以降で入っております。 

若尾 [Q]：どういう規模感なんですか。 

わけみ [A]：ありがとうございます。大変申し訳ないんですけれども、こちらについては非開示と
させていただいております。 

若尾 [Q]：あと基幹 3 製品は、基本的にはファーストクォーターの伸び方を引っ張っているような
作り方と理解しておけばよろしいですか。 

わけみ [A]：ありがとうございます。直近の状況を踏まえた上で予想立てております、直近の好調
な出荷が、今後 7 月以降も続くということで見ております。 

若尾 [Q]：わかりました。ちなみにオルゴビクスなんですが、非常に好調に推移していて、そもそ
ものこの薬のプロファイルとメディケア・パート D の再設計の状況を踏まえると、伸びが鈍化す
るということもなさそうな気がするのですけれど。この点についてと、ピークセールスっていつか
アップデートしていただくことというのはあるのでしょうか。 

わけみ [M]：ありがとうございます。ご指摘の点、北米担当の中川からコメントさせていただきた
いと思います。 

中川 [A]：はい、中川です。ただいまのご質問の点、製品のプロファイルであったり、IRA の影響
というのは、おっしゃるように、制度が変わらない限り、消えるものではないとは思っておりま
す。 
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ただ先ほども申しましたように、われわれの想定以上に順調というところもありまして、われわれ
のほうでも、われわれの見立てであったり、戦略のさらなる最適化というのを検討しているところ
ですので、そういう意味で、⻑期的な予想というのも近いうちにリフレッシュしたいなと思ってお
ります。 

ですので、ピークがいつになるかというのは、われわれとしても今検討中ということですので、現
時点では明確にお答えすることはできません。 

若尾 [Q]：はい、ありがとうございます。最後に、nuvisertib、および enzomenib の提携活動のア
ップデートをいただけませんでしょうか。 

わけみ [A]：ご質問ありがとうございます。両剤についても積極的に提携に向けて活動を行ってい
るところでございます。本剤の価値最大化のために、本年 4 月から提携の検討を開始しておりま
す。当社が希望をしている提携先でございますけれども、こちら開発の推進および共同販売に同意
いただける企業ということで、今積極的に提携活動を進めているところでございます。 

若尾 [Q]：ありがとうございます。前回からの変化という観点で、対象企業が絞り込まれていると
か、何かもう少し感触というか、カラーを教えていただけませんか。  

わけみ [A]：ありがとうございます。詳細につきましては、また発表できる段階になりましたとこ
ろでご報告させていただきたいと考えております。 

若尾 [Q]：わかりました。年度中は大丈夫であると理解しておけばよろしいですね。 

わけみ [A]：はい、年度中にご報告ができるように進めていきたいと考えております。 

若尾 [M]：はい、ありがとうございます。以上です。 

橋口 [Q]：大和証券の橋口です、よろしくお願いします。 通期の見通しについて、不確定な要素
があるので今回は見直してないとおっしゃっていたかと思いますが、現時点で想像されている不確
定な要素というのは、例えばどういったものがあるのかを教えていただけないでしょうか。 

わけみ [A]：はい、ありがとうございます。不確定な要因については、大きく 2 点あると考えてお
ります。1 点目は、現状の第 1 四半期の好調な売上の伸⻑、これがどのようなレベルで今後続いて
いくのかという点でございます。こちら一例を申し上げますと、オルゴビクスでございますけれど
も、オルゴビクス、第 1 四半期、非常に好調な販売でございます。これが本年度の期間を通じて、
どのような伸⻑になっていくのか、こちらについては見極めが必要だと考えております。 
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2 点目につきましては、主に北米でございますけれども、いろんな制度上の変動というのが起こり
得る可能性を考えております。一つは、医薬品の関税政策や薬価制度の議論が行われていることを
踏まえて、こちらもどのような状況になってくるのか、現時点では不確定な要因というのはあると
考えております。 

橋口 [Q]：ありがとうございます。制度については、期初にご予想が発表された時も、ある意味、
不確定な部分はあったと思うんですが。3 カ月経ってみて、悪いほうに、御社の業績にとって悪い
ほうに行っているとお感じの点というのは何かありますか。 

悪く見ても変わってない、むしろ少しいろんな対応を取ることによってリスクは下がっているよう
にも言えるんじゃないかなと考えているんですけれども、いかがでしょうか。 

わけみ [A]：はい、ご質問ありがとうございます。まず少なくとも、状況が年初に比べて非常に悪
くなっているということはないと考えております。年初の段階で、まず関税でございますけど、関
税については、25%であればというようなお話なんかもしておりました。 

しかしながら、現時点においては、私どもの具体的なビジネスにおいて適用されている状況として
は、影響は、少なくとも 6 月末の段階においては受けていない状態です。また現時点に既に導入さ
れている制度においては、今年度中も影響はないものと考えております。 

もちろんいろんな議論が日々動いておりますので、今後どのような変動が、どのような制度変化が
あるかというのは、こちらはわからないところがございますので、そちらにつきましては、今後と
も適切なモニタリングを行いまして、必要に応じて、予想への織り込みをしていきたいと考えてお
ります。 

橋口 [M]：はい、ありがとうございました。以上です。 

酒井 [Q]：すみません、UBS の酒井です。二つ教えていただきたいんですが、今日、木村社⻑い
らっしゃっていないので、何とも、どうお答えいただけるかわからない、今後の御社の利益計上の
考え方なんですが。 

先ほどマイルストンがいくらというお話もありましたし、それから資産売却、これ多分アジア事業
の売却が最後でしょうというようなお話は聞いています。今後、いわゆる真水の部分で利益がある
程度増えてくるという想定に立つと、その真水の部分で増えてくる利益を、利益として還元するの
か、それとも木村社⻑がおっしゃっていたように、今後、R&D は現在の 500 億円レベルですか、
これを 3 年ぐらいは維持したいというようなことを、本決算の時の説明でおっしゃっていましたけ
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れども。であるなら、当然真水の部分の利益というのは、利益として計上される、当たり前の話で
すけど。 

ただ、研究開発費が不十分ということであれば、当然そこに回していくという、またはアメリカの
販促費のほうに回していくという考え方もできると思うんですけれども、この点については今どの
ようなお考えに立って、今後の計画を立てられていくのか。この点についてまず一つ教えてくださ
い。 

わけみ [A]：ご質問ありがとうございます。まず利益計上の考え方につきまして、われわれが思っ
ている現状について、少しコメントをさせていただきます。 

いろいろ対策を打ってきたということについて、言及をいただきました。私どもが思っているの
は、昨年来、いろいろ種々打ってきた対策ということについて、ワンタイムの利益影響があるもの
については、この 2025 年度の下半期ぐらいで、ほぼ影響というのは出尽くしになるのではないか
と考えております。 

具体的には、先ほど言及いただきました中国・アジア事業のいろんな枠組みの変更なんかも、この
2025 年度中には、その影響というのは消化できる形になります。 

したがいまして、2025 年の下期、今期の下期ぐらいが業績の底になって、その後、回復をしてい
くとベーシックには考えております。 

その上で、まず利益をどのように考えていくかでございます。まず事業計画において考えておりま
す利益、当初の計画において考えておりました利益をどのような形で使っていくかということにつ
いては、これは酒井様に言及いただきました通り、期初に木村が申し上げました方針の通りでござ
います。 

さらに現時点で上振れがした場合、それをどのように使っていくかということにつきましては、こ
ちらはまだ業績の見極め、どの程度の見直しができるかということもこれからの話でございます
し、さらにどこに使っていくか、もしくは利益を計上していくかというのも今後の検討ということ
になると考えております。 

酒井 [Q]：ちょっと揚げ足取るような質問で恐縮なんですが、325 ミリオンというのは、今期の下
期に入れるという、そういう話になっちゃいますけど、そういうことでいいんですか。ファイザー
からのマイルストンです。中川さん、おっしゃってましたよね。中川さんがおっしゃっているから
これ開示情報だと思うんですけど。2 回目のファイザーからのマイルストン。 
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わけみ [A]：すみません、こちらの説明に不明瞭な点があったのだったらお詫びします。次のマイ
ルストン、325 ミリオンについては、当期に見込んでいるわけではございません。 

酒井 [Q]：そうすると、それがもう 1 回来るわけですね、一過性の利益計上として、これが来期な
のか、再来期なのかはともかくとして。 

わけみ [A]：はい、そのように、できるだけ早く計上できるように今後、取り組んでまいります。
来期なのか、それ以降なのかというのは、これから見極めをしていきます。 

酒井 [Q]：わかりました。ありがとうございます。それからもう一つです。下期の予想は不透明な
要因があるからということで、現時点では据え置かれたということで、マイナスになってますけれ
ども、マイナスというか、赤字になっちゃうという想定になってますが。 

これは次回、第 2 クォーターの決算発表時に修正をされるのか、それとも事前に何らかの形での業
績修正を行っていくのか、どのようにタイミングをお考えなのか、教えていただけますか。 

わけみ [A]：ありがとうございます。まず今後のわれわれの業績予想の見直しですけれども、こち
らは必要に応じて見直すということになります。現時点においては、決算発表の場になるか、それ
以前になるかというところは、現時点では確定しておりません。 

すみません、最初の点、もう一度お伺いしてよろしいでしょうか。 

酒井 [Q]：最初のほうというのはどちらのことですか。 

わけみ [Q]：今ご質問された点で、今のお答えでよろしいでしょうか。 

酒井 [Q]：そうですね、このままでいくと、下期が赤字というか、下期の利益が減るということに
なりますよね。ですからこれをこのまま、もしも修正をするのであれば、修正するということをあ
る程度、対外的におっしゃっているのだったら、これをそのまま放置するのはあまり健全じゃない
のではないですかという、そういう前提からさせていただいた質問です。 

わけみ [A]：はい、大変失礼いたしました。先ほど申し上げた通り、タイミング的には、今後検討
を行って、必要に応じたタイミングで発表していきたいと思います。ご指摘いただきました単純計
算した下期が赤字になるのではないかというような点でございますけれども、私どもとしては、も
ちろん下期につきましてもイーブン、もしくは⿊字になるように、今後取り組みを続けてまいりま
す。 

酒井 [M]：はい、わかりました。どうもありがとうございます。 
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山口 [Q]：シティの山口です。ありがとうございます。数字のところで、すみません、ちょっとこ
んがらがっちゃっているので、もう 1 回確認させていただきたいと思います。まずこの Q2 累計の
今回出していただいた、コアで 700 という数字は、通期とは関係なく、Q1 の数字を経て、オゼン
ピックも含めて、そういったものを全部織り込んだ、御社としては最新の数字という理解でよろし
いですか。 

わけみ [A]：はい、ありがとうございます、ご理解の通りです。この Q2 累計というのが、現時点
におけるわれわれの Q2 までの最新の数字でございます。 

山口 [Q]：わかりました。あとこのオルゴビクスの販売マイルストン、アジア事業の譲渡益という
のは元々入っていたと思うんですけど、オルゴビクスの販売マイルストンというのは、これ通期に
は元々入っていましたっけ。今回の Q2 は入っているんですけど、通期には元々入っていました
か、御社の。 

わけみ [A]：はい、ありがとうございます。通期では元々2025 年度で計画に入れておりました。
今回上半期、第 2 クォーターまでで認識できるということが確実になったので、織り込んだという
ものです。 

山口 [Q]：わかりました。ですから、例えばコア 700 で、Q1、200 で、そうすると 500 ですけ
ど、残りはアジア事業とオルゴビクスでほとんど出ちゃうから、Q2 も今の段階だと、これ事業ベ
ースでほぼ利益が出ないという前提にはなっているんですね、この最新の Q2 予想でも。すみませ
ん、聞き方悪かったですよね。 

わけみ [A]：はい、ご指摘ありがとうございます。ご指摘の通り、計算、まさにおっしゃった通り
ですので、一時的な収益というのが非常に大きな比率を占めているというのはご指摘の通りです。 

山口 [Q]：わかりました。ということは、Q3 も Q4 も、一時的な利益がなかったとしたら、コア
でいくと、ほぼ利益が出ないですかね、今の状況だと。何か Q1 見ると、いろいろでこぼこあった
けど、200 出てるので、ちゃんと出るやんと思ったんですけれど、Q2 も Q3 も Q4 も、基本は出な
いと見ておいたほうがよろしいのでしょうか。 

わけみ [A]：ありがとうございます。傾向的には、第 1 四半期に関しては、最初に説明で申し上げ
ましたアプティオムが非常に好調な出荷であったというようなこともございます。 

加えて、アジアについても、アジアは 7 月末で再編となりますので、1Q の数字と 2Q 以降の数字
が変動するというのがございます。1Q の数字はそうしたものでございます。 



 
 

 
24 

 

そうしたことを踏まえると、元々の当初計画では、下期が厳しいというのはご理解の通りです。一
方、第 1 四半期、オルゴビクスが成⻑しているというようなことで、上振れ要因も出てきておりま
す。そうした点を踏まえて、下期の数字についても、さらに業績が改善できるように、われわれ取
り組みますし、どのような数字になるかは、これから精査していきたいと考えております。 

山口 [Q]：わかりました。最後に、第 1 クォーターの御社のこの元々の数字と実績の差というの
は、定量的にご説明可能ですか。要するに、Q1 はいくらで見ていたかというのはありますか。 

わけみ [A]：ありがとうございます。すみません、当初計画からは上振れしているというのは事実
でございます。売上も上振れしておりますし、経費については消化がちょっと遅れていると、計画
よりも少なくなっているというような部分があるので、上振れしているというのは事実でございま
す。 

定量的な説明部分につきましては、すみませんけれども、ちょっとお答えは控えさせていただきた
いと思います。 

山口 [Ｍ]：わかりました、種々お伺いして、ありがとうございました。以上です。 

木野 [Ｍ]：次に、記者の皆様からの質疑応答に移りたいと存じます。 

石井 [Q]：医薬通信社の石井です。先ほど北米の売上が想定以上に順調であったとおっしゃってま
したけれども、その主な要因をどういうふうに想定されていて順調だったのかというのをちょっと
お聞かせいただきたいんですが。 

わけみ [Ｍ]：ありがとうございます。北米担当の中川からお答えさせていただきます。 

中川 [Ａ]：はい、中川です。特にオルゴビクスが、われわれの予想を上回ったわけなんですけど
も、その要因として、何か大きな項目が新しく出てきたとか、われわれの予想に抜け落ちていたと
いうよりは、元々理解していたものに対する定量的な評価という部分が上振れたのかなと。 

先ほどの議論にもありましたけれども、元々剤のプロファイルとしても、われわれは非常に優れた
ものと思っておりましたし、リュープリンとはちょっと価格面で少し差があってというところが一
つハードルではあったんですが、保険制度が変わったことのメリットがある。 

こういったことに、一つ一つの上振れの仕方が、ちょっとわれわれの予想とは違ったということか
なとご理解いただければと思います。 

石井 [Ｍ]：はい、わかりました。ありがとうございます。 
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吉水 [Q]：はい、医薬経済社の吉水です。3 点お願いします。まず最初に、中川さんがいいと思う
んですけれども、1 点目が北米の関税政策ですね。関税政策の影響について、御社がどんな影響を
見ていて、どんな対策をやっているかについて教えてください。 

二つ目が、北米、FDA の改革とかでいろいろとゴタゴタしているという話もありますけども、そ
こら辺を現地で見ていることの所感について教えてください。 

3 点目なんですけどれども、これどなたでも結構なんですけれども、パーキンソンの年度内申請を
目指すということなんですが、ちょっと足元の進捗や手応えについて、見通しについて教えてくだ
さい。以上です。 

わけみ [Ｍ]：ありがとうございます。そうしましたら 1 点目と 2 点目については中川から、3 点目
については佐藤からお答えをさせていただきます。 

吉水 [M]：はい、お願いします。 

中川 [A]：はい、ご質問ありがとうございます。1 点目、2 点目、ちょっと重なる部分もあります
けれども、関税に関しましては、皆様もいろいろなニュースでお聞きの通り、時折情報は出てくる
んですけれども、なかなか確固たるものはございませんので、われわれとしては、それを見ながら
取り得る対策というものを考えているという状況です。 

サプライチェーンを大きく動かすというのはすぐにできるわけではなく、リードタイムが必要です
ので、現時点では情報の収集に努めているという状況です。 

FDA の改革につきましても、おっしゃるように、多くの職員の方が、レイオフというか、去った
りというようなことで、リソース不足みたいな話であったり、いろいろ聞かされている部分もある
んですけれども、われわれの今 R&D パイプライン、あるいは EMR のもの含めですけれども、
FDA のレスポンスに対して、特に支障があるという状況ではないので、現時点では大きな影響は
ないのかなと。 

この一つ目、二つ目に関して、やはりわれわれとしても、情報収集を早くし、あるいは他社様の動
きも理解しておくことが必要と考えまして、アメリカの PhRMA という製薬会社の団体ですね、先
発医療の、そこには再加入し、私自身もその会議も出席し、情報収集に努めているというところで
す。 

吉水 [Q]：わかりました。じゃあ具体的に、他社さんみたく、現地に投資とか、検討しているとい
うレベルではないということですね。 
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中川 [A]：ポテンシャルシナリオとしての検討は開始しているんですけども、まだ具体的にそれを
実行しようとか、そういうことにまでは踏み込んでいません。 

吉水[Q]：選択肢の一つとして検討している段階ということですね。 

中川 [A]：はい、そうです。 

吉水 [M]：わかりました。ありがとうございます。じゃあ、すみません、佐藤さん、お願いしま
す。 

 

佐藤 [A]：佐藤でございます。パーキンソンのプログラムでございますけれども、今プレゼンテー
ションの資料が出ておりますけれども、ここに記載しておりますように、本年度内の承認取得を目
指して申請準備を順調に進めているところでございます。 

吉水 [Q]：当局とのやり取りで、何か問題になってることとかは出てない。 

佐藤 [A]：特に問題になっておりませんで、この品目、先駆け指定申請を受けておりまして、先駆
け指定相談という形で、綿密に PMDA さんと相談しながら準備を進めているというところでござ
います。 

吉水 [Q]：わかりました。ありがとうございます。すみません、中川さん、ちょっと戻っちゃうん
ですけど、PhRMA の再加入って、いつ再加入したかだけ、ちょっと教えてもらえないでしょう
か。 
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中川 [A]：今月ですね。 

吉水 [Ｑ]：今月、7 月、今月ですね。はい、わかりました。ごめんなさい、脱退したのっていつで
したっけ。 

中川 [A]：去年。 

吉水 [Ｑ]：去年ですね、24 年に脱退ですね。 

中川 [A]：去年に脱退しております。 

ヨシミズ [Ｍ]：はい、わかりました。以上です。ありがとうございました。 

岡田 [Ｑ]：薬事日報社の岡田と申します。第 2 四半期終了時点の営業利益について、600 億の一時
的な利益があるというお話ですけれども、第 1 四半期で 200 億があって、これ 600 億がプラスさ
れるということは、第 2 四半期だけの営業利益は、これマイナスという認識で合っているでしょう
か。 

わけみ [A]：はい、ありがとうございます。合っております。第 2 四半期の一時的な収益につい
て、ご理解の通りでございます。 

岡田 [Q]：ありがとうございます。あとこちらのパーキンソン病の国際の一般名が決まった、こち
ら何か名前の理由というか、要因とか、何かあったりするんでしょうか。 

佐藤 [A]：ご質問ありがとうございます。佐藤よりお答えします。こちら、頭に付いている rag、
raguneprocel と申しましたけれども、rag のところ、このプログラムは京都大学と弊社で一緒に進
めてきたもので、京都を意味する、洛という、さんずいの各と書いた洛という意味。それから弊
社、ずっと RACMO ということで、再生・細胞医療推進室のことを言ってきましたけれども、そ
のラクと、両方とをかけて、頭を付けております。 

後ろのほうですが、こちら、ステムといいまして、WHO のほうで、ものの種類によって言い方を
決めておりまして。神経幹細胞をから分化したようなものについては、neprocel というところを
付けるということが決まっておりまして、これを組み合わせて、raguneprocel となっておりま
す。 

岡田 [M]：わかりました。ありがとうございました。 

清井 [Q]：朝日新聞の清井です。すみません、アメリカの関税のことで、ちょっともう少し教えて
いただきたいです。まずは第 1 四半期にアメリカに輸出で持っていった医薬品については、これ関
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税何%かかっていたのか、ゼロだったのか。実際にどれぐらいかかったのか教えていただけないで
しょうか。 

わけみ [A]：ご質問ありがとうございます。実績で第 1 四半期では、関税かかった実績はゼロでご
ざいます。 

清井 [Q]：わかりました。これ日米交渉で、相互関税 15%と言っている中では、多分医薬品除外、
今のところ、されていないというような認識だと思うんですけれども。何かちょっと前には 200%
にするとか、トランプさんが言ってたみたいな報道もありましたが、これどういうふうに見ておら
れるんでしょうかね。どのぐらいリスクとして警戒されているんでしょうか。 

わけみ [A]：ご質問ありがとうございます。現時点においては、医薬品に関しては、関税の除外対
象となっております。したがいまして、現時点におきましては、第 1 四半期の実績としましてはゼ
ロでございます。 

清井 [Q]：ただ、ゼロではなくなっちゃうような感じなんじゃないかと思うんですけど。赤澤さん
も、医薬品、15%の対象になっているというようなことを発言されているような報道もあったと思
うんですが。だからその関税がどれぐらいになりそうかというのは、何か見通しされてるものって
ありますでしょうか。まだ全然わからないというようなスタンスなのでしょうか。 

わけみ [M]：はい、ありがとうございます。中川からコメントさせていただきたいと思います。 

中川 [A]：情報が多分いろいろ錯綜しています。ですから、われわれとしても、確固たる答えを持
っているわけではないです。おっしゃいますように、どこかの時点で関税がかかるということが確
定すれば、当然われわれのほうにも影響はありますけれども、トランプさんは、併せてアメリカの
薬価を下げたいということをまだおっしゃっていると思うんですよね。関税を上げるというのは、
それと基本、逆行します。 

先ほども言いましたけれど、アメリカの製薬団体でも、当然これに対してはいろいろ対策を考えて
ますので。 

早急に非常に高い関税がかかるリスクというのはないんじゃないかなと、これはあくまで推測に当
然なるんですけども、考えています。現時点でお答えできるのは以上かなと思います。 

清井 [Q]：ありがとうございます。あと今御社がアメリカで売っている薬の何割がアメリカ以外か
らの輸入なんでしょうか。それは主に日本なんでしょうかね。ちょっとその薬の持って行き方、サ
プライチェーンの中身を、おっしゃっていただける範囲で構わないので、お願いできますでしょう
か。 
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中川 [A]：はい、それもじゃあ中川からお答えしますけれども、詳細なサプライチェーンの状況と
いうのは、必ずしも開示している状況でありませんので、お答えは控えさせていただきますが、少
なくとも日本だけとかいうことではなくて、諸外国に点在しているような状況です。 

清井 [Q]：逆の、裏側から聞きますけど、アメリカで生産している部分というのは一定程度あるの
でしょうか。あんまりないのでしょうか。 

中川 [A]：一定程度はありますけど、量的なものは非開示にしてます。 

清井 [M]：ありがとうございます。 

木野 [M]：以上で住友ファーマ、2025 年度第 1 四半期決算説明会を終了いたします。本日はご参
加いただきまして、誠にありがとうございました。 

［了］ 

 


